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育成センターだより 

 

 

 

 

11月３日（土）文化の日。育成センター初めての試

みとして、施設を開放し自由に見学していただく「オー

プンデー」を実施しました。講座・研修の映像や、『馬

車道通信』などを紹介したほか、各部屋で使用できる

機材や着ぐるみ貸出物品を展示し、通常の会議等のほ

かで「こんな利用方法もありますよ！」ということを

ＰＲしました。 

当日は、「馬車道まつり」や「関内 

ホール 1日オープンデー」の賑わいも 

あり、およそ 50人の方が見学、利用 

登録などをしていただきました。 

 
【ご意見】 

○交通の便が良いので使いやすい 
○料金が適当 
○インターネット上からの情報及び手続き等が便利 
○設置機材及び貸出機材が使いやすい       

また、こんなご意見もいただきました。 
○曜日によっては予約が取れない 
○スタジオの予約が取りにくい   etc･･･ 

 
できるだけ多くの方々にご利用していただけるよう、参

考までに左記に『曜日別利用頻度』を掲載しました。 
スタッフ一同、皆さまに気持ちよく利用頂ける施設を目

指していきます。今後ともよろしくお願いします。 

 

                     育成センターをより使いやす
くするため、利用者の皆さんへのアンケートを実施し
ました。貴重なご意見やご要望をたくさん 
頂きありがとうございました。一部をご紹介 
します。（詳細は後日ＨＰに掲載します） 

 

   

たくさんの人と関わり、多様な価値観に触れることで青

少年は将来ことや社会とのつながりを考えることがで

きます。 

少子化・都市化の影響で少なくなってきたこの「人と

の関わり」を担う人材として、近年地域の大人たちへの

期待が高まっています。地域の誰もが青少年の育ちを支

援できるよう、さまざまな立場の人の“実践”から学ぶ

連続講座が 11 月 15 日に最終回を迎えました。 

講師の萩原建次郎先生（駒澤大学）からは、「行き過

ぎた合理主義・効率化を追及する社会が、さまざまな“す

き間”を奪っていった。あいまいで中間的な場こそ、大

人にとっても子どもにとっても“居場所”となり得る」

という話しがありました。･･･思い当たることがたくさ

んですね。 

 参加者からのふりかえりを一部紹介します。 

************************ 
●大人も子どももありのまま、フラットでフェアな社会づくり

が必要。 

●子どもたちは大人社会の影響を強く受けている。大人が自分

らしく生きられる社会は、子どもたちにとっても生きやすい

かも。まず自分の足元を見直したい。 

●合理主義にがんじがらめになっていた自分に気づいた。大人

も子どもも、同じ人間として生きている、ということを意識

して関わっていきたい。 

************************ 
・・・みなさんの周りには、「すき間」がありますか？ 

                             （報告：スタッフＮ） 

何曜日にご利用されてますか？ 

＜アンケートより曜日別部屋利用回数＞ 

月曜・火曜が

比較的空い

ています！ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつて馬車道に東宝会館という映画館があった。

惜しくも 2001 年 11 月 29 日に閉館してしまい、こ

の映画館がなくなったことで馬車道が少し淋しく

なったとおっしゃる方も少なくない。 

 しかし、最近は土曜日や日曜日に、関内ホールの

正面玄関でさまざまなジャンルの音楽ライブが繰

り広げられるようになり、馬車道の新たな魅力にな

りつつある。毎回、新進気鋭の若いミュージシャン

を中心にさまざまなジャンルの演奏が毎回繰り広

げられている「馬車道ショートパフォーマンス」が

それである。 

長年お付き合いいただいている横浜出身のジャ 

 

ズ・トランペッター村田浩さんの「バップバンド」

も時々、正面玄関前で演奏することがあり、ブラウ

ニー（注）を彷彿させる村田さんのトランペットが

聞こえてくると、仕事に集中していた気持ちは早く

も「虹の彼方に」飛んで行ってしまうのだ。 

（ジャズおやじ） 

＊ブラウニー 天才トランぺッタークリフォード・ブラウンの愛称。 

追記：この「馬車道ショートパフォーマンス」では、出

演者の募集をしているそうだ。プロ・アマ問わずという

ことなので、腕に覚えがある方は応募してみたらどうで

しょうか。（問い合わせ先：関内ホール 電話 662-1221） 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

～育成センター利用者さんの活動やインタビューをご紹介します！～ 

   

 

【お申込み/お問い合わせ】※感想や情報をお寄せ下さい。 

横浜市青少年育成センター/ TEL：045-664-6251 FAX:045-664-6254 E-mail:ikusei@yokohama-youth.jp 

『横浜市子ども会連絡協議会』（各部屋利用） 

 

 

異年齢の集団による仲間活動のすすめ、子どもの心身の成長発達を

促すために地域を基盤として組織された「子ども会」の育成・指導者

のための連絡協議会です。 

各区・地域でキャンプやクリスマス会等のレクリエーションの他、

公園清掃などの奉仕活動も行っています。 

＜中山さん 談＞ 

 

 

 

2012年も残すところ、あとわずかとなりました。 

今年は非常に珍しい天文現象「金環食」を観るこ

とができました。日本各地で大勢の人が天体ショー

で歓喜したと思います。自然は悲しみも喜びも私た

ちに与えてくれますね。  

当センターもたくさんの自然、環境に関する活動

サークルの方々がご利用されています。来年も多く

の方々にご利用頂けることをお待ちしています。 

皆さま、よいお年をお迎えください。 

             育成センター  スタッフ一同 

～青少年に向けたメッセージをいただきました～ 

“自分が元気で明るく！いるとまわりにいい人達が集まってきますョ” 
 

 

 

≪イベント情報≫ 

Ｈ24.12.01 マリノスとのサッカー教室  Ｈ25.01.20 アクティブキッズ 

Ｈ25.02.02 読みの聞かせ  Ｈ25.03.03 書道展 

 

 

 
■年末年始の休館日 
平成 24年 12月 29日（土）～ 
          平成 25年１月３日（木） 
★1月４日（金）9:00～通常営業いたします。 

 
■平成 25年度への利用証更新手続きについて 
平成 25年度（平成 25年 4月 1日～26年 3月 31
日）の予約・利用は、利用証の更新が必要です。
現在の利用証は平成 25 年 3 月 31 日までのご予
約・ご利用分までです。更新手続きはご利用時に
受付までお声かけて下さい。お早めに！ 

 

●利用登録更新の手続きがない場合は、平成 25年 4月以

降の予約についてはお受けすることができません。 

  （1月から、25年 4月の先着予約が始まります） 

●当センター発行の「利用証」は、横浜市青少年交流セ

ンターでもご利用頂けます。 

 

 


